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歷
史
物
語
の
形
成

一
九

は
じ
め
に

　

中
國
史
で
理
想
と
さ
れ
る
夏
・
殷
・
周
の
三
代
は
、
末
喜
・
妲
己
・
襃
姒
と
い

う
三
人
の
惡
女
に
よ
り
滅
ん
だ
、
と
劉
向
の
『
列
女
傳
』
は
記
す（

１
）。

し
か
し
、
司

馬
遷
の
『
史
記
』
に
は
、
夏
本
紀
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
末
喜
は
登
場
し
な
い
。

末
喜
は
『
列
女
傳
』
と
い
う
歷
史
物
語
を
集
め
た
子
書
に
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
歷

史
事
實
を
記
す
と
さ
れ
る
『
史
記
』
と
い
う
史
書
に
は（

２
）、

歷
史
事
實
で
な
い
が
た

め
に
記
さ
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。『
史
記
』
と
『
列
女
傳
』
に
記
述
が
殘
る
襃

姒
で
あ
っ
て
も
、
西
周
の
現
實
を
あ
る
程
度
反
映
す
る
『
詩
經
』（

３
）で

の
襃
姒
の
姿

は
、『
史
記
』
や
『
列
女
傳
』
で
知
ら
れ
る
「
笑
わ
ぬ
女
」
で
は
な
い
。
歷
史
事

實
と
歷
史
書
の
記
述
と
の
相
違
、
歷
史
事
實
と
歷
史
物
語
と
の
相
違
に
つ
い
て
、

出
土
㊮
料
を
含
め
た
古
典
文
獻
か
ら
そ
れ
を
考
え
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

本
稿
で
は
、
中
國
に
お
い
て
惡
女
の
典
型
と
さ
れ
る
襃
姒
の
傳
說
の
形
成
過
程

を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
國
史
に
お
い
て
惡
女
が
い
か
な
る
も
の
と
觀

念
さ
れ
て
い
く
の
か
を
探
り
、
そ
う
し
た
思
想
の
根
源
と
完
成
形
態
を
示
す
。
そ

れ
を
通
じ
て
、
中
國
史
に
お
け
る
歷
史
書
と
歷
史
物
語
の
狹
閒
を
朙
ら
か
に
す
る

こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

一
、『
詩
經
』
と
『
春
秋
左
氏
傳
』

　

襃
姒
の
物
語
の
展
開
を
考
え
て
い
く
た
め
、
襃
姒
を
記
す
最
古
の
㊮
料
で
あ
る

『
詩
經
』
か
ら
檢
討
し
て
い
こ
う
。『
詩
經
』
小
雅 

正
⺼
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

襃
姒
に
關
す
る
記
錄
が
あ
る（

４
）。

心
之
憂
矣
、
如
或
結
之
。　
　

心
の
憂
ふ
る
、
之
を
結
ぶ
或あ

る
が
如
し
。

今
茲
之
正
、
胡
然
厲
矣
。　
　

今 

茲こ

の
正
、
胡な

ん

ぞ
然し

か

く
厲は

げ

し
き
。

燎
之
方
揚
、
寧
或
滅
之
。　
　

�

燎
の
方ま

さ

に
揚
が
る
、
寧な

ん

ぞ
之
を
滅け

す
こ
と
或あ

ら
ん
や
。

赫
赫
宗
周
、
襃
姒
烕
之
。　
　

赫
赫
た
る
宗
周
、
襃
姒 

之
を
烕ほ

ろ
ぼ

す
。

　

小
雅 

正
⺼
は
、『
詩
經
』
に
載
せ
る
西
周
の
滅
亡
を
詠
ん
だ
詩
の
一
つ
で
あ
る
。

單
な
現
代
語
譯
を
示
し
て
お
こ
う
。

國
家
の
危
亡
に
瀕
す
る
國
事
を
憂
う
る
心
の
惱
み
は
、
物
が
結
ば
れ
て
解
け

な
い
よ
う
で
あ
る
。

今
日
の
朝
廷
の
政
事
は
、
ど
う
し
て
惡
を
な
す
こ
と
が
こ
れ
ほ
ど
甚
だ
し
い

の
か
。

歷
史
物
語
の
形
成

　
　

―
劉
向
『
列
女
傳
』
卷
七 

孽
嬖
傳
「
周
幽
襃
姒
」
を
中
心
に

�

仙
石
知
子

 



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

二
〇

部
①
に
つ
い
て
、「
哲
と
は
、
謀
慮
多
き
を
謂
ふ
な
り
。
城
は
、
猶
ほ
國
の
ご
と

き
な
り
。
丈
夫
は
、
陽
な
り
。
陽
は
動
く
、
故
に
謀
慮
多
け
れ
ば
則
ち
國
を
成
す
。

婦
人
は
、
陰
な
り
。
陰
は
靜
、
故
に
謀
慮
多
け
れ
ば
乃
ち
國
を
亂
す
（
哲
、
謂
多

謀
慮
也
。
城
、
猶
國
也
。
丈
夫
、
陽
也
。
陽
動
、
故
多
謀
慮
則
成
國
。
婦
人
、
陰
也
。
陰
靜
、

故
多
謀
慮
乃
亂
國
）」
と
說
朙
す
る
。
す
な
わ
ち
、
男
性
で
あ
れ
ば
「
國
を
成
」
す

「
哲
」
と
表
現
さ
れ
る
「
謀
慮
」
の
多
さ
は
、
女
性
の
場
合
に
は
、「
陰
は
靜
」
で

あ
る
た
め
、「
國
を
亂
す
」
こ
と
を
招
く
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
鄭
箋
は
、
傍
線
部
②
の
「
婦
の
長
舌
㊒
る
は
」
以
降
に
つ
い
て
、

「
長
舌
は
、
言
語
多
き
を
喩
ふ
る
な
り
。
是
れ
王 

大
厲
に
降
る
の
階

い
と
ぐ
ち

な
り
。
階

は
上
よ
り
下
る
所
な
り
。
今 

王
の
此
の
亂
政
㊒
る
は
、
天
よ
り
し
て
下
る
に
非

ず
、
但
だ
婦
人
よ
り
出
づ
る
の
み
。
又 

人
の
王
に
敎
へ
て
亂
を
爲
す
も
の
㊒
る

に
非
ず
。
王
を
語
り
て
惡
と
爲
す
者
は
、
是
れ
惟
だ
婦
人
を
近
づ
け
愛
し
、
其

の
言
を
用
ふ
る
の
故
な
り
（
長
舌
、
喩
多
言
語
。
是
王
降
大
厲
之
階
。
階
所
由
上
下
也
。

今
王
之
㊒
此
亂
政
、
非
從
天
而
下
、
但
從
婦
人
出
耳
。
又
非
㊒
人
敎
王
爲
亂
。
語
王
爲
惡

者
、
是
惟
近
愛
婦
人
、
用
其
言
故
也
）」
と
說
朙
す
る
。
す
な
わ
ち
、
襃
姒
は
多
く
の

「
謀
慮
」
に
基
づ
き
「
長
舌
」
す
る
女
性
で
あ
り
、
襃
姒
を
近
づ
け
愛
し
た
こ
と

が
、
國
を
滅
ぼ
す
「
階

い
と
ぐ
ち

」
で
あ
っ
た
。
西
周
は
、
天
に
よ
り
滅
ん
だ
の
で
は
な

く
、
襃
姒
と
い
う
婦
人
に
よ
り
滅
亡
し
た
と
鄭
玄
は
解
釋
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
周
の
幽
王
が
國
を
滅
ぼ
す
こ
と
を
諫
言
す
る
『
詩
經
』
大
雅 

瞻

卬
は
、『
詩
經
』
小
雅 

正
⺼
と
同
樣
に
襃
姒
を
周
の
滅
亡
原
因
と
す
る
が
、
そ
こ

に
描
か
れ
る
襃
姒
は
、「
哲
婦
」
で
「
長
舌
」
な
女
性
で
あ
っ
た
。「
笑
わ
な
い

女
」
と
し
て
の
襃
姒
の
姿
は
、『
詩
經
』
に
は
い
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。

　
『
詩
經
』
に
記
さ
れ
る
西
周
を
滅
ぼ
し
た
襃
姒
に
つ
い
て
は
、
こ
の
の
ち
現
在

に
傳
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
を
含
め
て
、
多
く
の
傳
說
が
作
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い（

６
）。

そ
れ
は
、
今
日
に
傳
承
さ
れ
る
襃
姒
物
語
の
基
本
を
傳
え
る
『
國
語
』
に
は
、
複

野
火
が
燃
え
あ
が
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

か
く
か
く
た
る
宗
周
は
、
襃
姒
が
こ
れ
を
滅
ぼ
そ
う
。

　

毛
傳
は
、
襃
姒
に
つ
い
て
、「
襃
は
、
國
な
り
。
姒
は
、
姓
な
り
。
烕
は
、
滅

な
り
。
襃
國
の
女
㊒
り
、
幽
王 

焉
に
惑
ひ
て
以
て
后
と
爲
す
。
詩
人 

其
の
必
ず

周
を
滅
す
を
知
る
な
り
（
襃
、
國
也
。
姒
、
姓
也
。
烕
、
滅
也
。
㊒
襃
國
之
女
、
幽
王

惑
焉
而
以
爲
后
。
詩
人
知
其
必
滅
周
也
）」
と
說
朙
す
る
。
こ
こ
で
は
襃
姒
は
、
襃
國

の
子
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
襃
姒
が
ど
の
よ
う
に
西
周
の
滅
亡
と
關
わ
り
を

持
っ
た
の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
滅
亡
の
原
因
と
し
て
、
そ
の
名
を
擧

げ
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
揭
げ
よ
う
。『
詩
經
』
大
雅 

瞻
卬
に
は
、
襃
姒
の
名
は
朙
記
さ
れ
な

い
も
の
の
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（

５
）。

①
哲
夫
成
城
、
哲
婦
傾
城
。	
①
哲
夫 
城く

に

を
成
し
、
哲
婦 

城
を
傾
く
。

懿
厥
哲
婦
、
爲
梟
爲
鴟
。	

懿あ
あ 

厥そ

の
哲
婦
、
梟
と
爲
り
鴟
と
爲
る
。

②
婦
㊒
長
舌
、
維
厲
之
階
。	

②
婦
の
長
舌
㊒
る
は
、
維こ

れ
厲あ

く

の
階

い
と
ぐ
ち

。

亂
匪
降
自
天
、
生
自
婦
人
。	

亂 

天
よ
り
降
る
に
匪あ

ら

ず
、
婦
人
よ
り
生
ず
。

匪
敎
匪
誨
、
時
維
婦
寺
。	

敎
に
匪
ず
誨
に
匪
ず
、
時こ

れ
維こ

れ
婦
寺
。

　

こ
れ
も

單
に
現
代
語
譯
を
付
し
て
お
こ
う
。

①
謀
慮
の
多
い
男
は
一
國
を
起
こ
し
、
謀
慮
の
多
い
女
は
一
國
を
傾
け
る
。

あ
あ
そ
の
（
幽
王
の
）
哲
婦
（
で
あ
る
襃
姒
）
は
、
フ
ク
ロ
ウ
や
ヨ
タ
カ
の
よ

う
で
あ
る
。

②
婦
人
の
お
し
ゃ
べ
り
は
、（
王
を
）
惡
に
落
と
し
て
い
く
絲
口
で
あ
る
。

（
西
周
の
）
亂
れ
は
天
よ
り
降
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
婦
人
よ
り
生
ま
れ
た
。

（
幽
王
に
）
敎
え
誨
え
る
も
の
も
無
く
、
親
近
し
た
婦
人
（
が
滅
亡
の
原
因
）

で
あ
っ
た
。

　

鄭
箋
に
よ
れ
ば
、
哲
夫
は
幽
王
で
、
哲
婦
は
襃
姒
と
さ
れ
る
。
鄭
箋
は
、
傍
線



歷
史
物
語
の
形
成

二
一

か
ら
生
ま
れ
た
子
こ
そ
、
王
宮
で
棄
て
ら
れ
た
子
、
す
な
わ
ち
襃
姒
で
あ
る
こ
と

を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
く
。

訓
語
に
之 

㊒
り
て
曰
く
、「
①
夏
の
衰
ふ
る
や
、
襃
人
の
神
、
化
し
て
二
龍

と
爲
り
、
以
て
王
庭
に
同つ

ど

ひ
て
言
ひ
て
曰
く
、「
余 

襃
の
二
君
な
り
」
と
。

夏
后 

之
を
殺
す
と
之
を
去
る
と
之
を
止
む
る
と
を
卜
ふ
に
、
吉
な
る
こ
と

莫
し
。
其
の
漦あ

わ

を
請
ひ
て
之
を
藏
む
る
を
卜
ふ
に
、
吉
な
り
。
乃
ち
幤
を
布

く
。
而
し
て
策
し
て
之
に
吿
ぐ
。
龍 

亡
げ
て
漦 

在
り
。
櫝
し
て
之
を
藏
め
、

傳
へ
て
之
を
郊
す
」
と
。
殷
・
周
に
及
ぶ
ま
で
、
之
を
發
す
る
こ
と
莫
き
な

り
。
厲
王
の
末
に
及
び
、
發
し
て
之
を
觀
る
に
、
漦 

庭
に
流
れ
、
除
く
可

か
ら
ざ
る
な
り
。
王 

婦
人
を
し
て
幃
せ
ず
し
て
之
を
譟
が
し
む
る
に
、
化

し
て
玄
黿
と
爲
り
て
、
以
て
王
府
に
入
る
。
②
府
の
童
妾
、
未
だ
既
に
齓
せ

ざ
る
に
し
て
之
に
遭
ひ
、
既
に
し
て
筓
し
て
孕
み
、
宣
王
の
時
に
當
た
り
て

生
む
。
夫
あ
ら
ず
し
て
育
つ
、
故
に
懼
れ
て
之
を
棄
つ
。
弧
服
を
爲つ

く

る
者
、

方
に
戮
せ
ら
れ
ん
と
し
て
路
に
在
り
。
夫
婦 

其
の
夜
に
號な

く
を
哀
れ
み
て
、

之
を
取
り
て
以
て
逸に

げ
、
襃
に
迯
る（

９
）。

　

第
二
の
部
分
で
は
、
第
一
で
述
べ
ら
れ
た
王
宮
の
子
（
襃
姒
）
の
由
來
を
說
朙

す
る
。
①
夏
の
襃
人
の
神
の
化
身
で
あ
る
龍
の
漦あ

わ

が
、
周
の
厲
王
の
と
き
に
暴
か

れ
、
王
宮
の
②
童
妾
が
處
女
懷
胎
で
生
ん
だ
子
こ
そ
襃
姒
で
あ
る
と
い
う
。
谷
口

義
介（

（1
（

は
、
第
二
の
部
分
は
無
い
方
が
、
第
一
と
第
三
は
繋
が
り
や
す
く
、
卑
し
い

素
性
の
父
な
し
子
が
國
を
滅
ぼ
す
物
語
と
し
て
ま
と
ま
り
が
あ
る
と
い
う
。
續
け

て
第
三
の
部
分
を
揭
げ
よ
う
。

　

第
三
は
、
襃
に
迯
れ
た
者
の
娘
（
襃
姒
）
が
、
周
の
滅
亡
原
因
と
な
る
幽
王
が

後
嗣
に
し
た
伯
服
を
產
む
話
で
あ
り
、
第
二
の
訓
話
の
續
き
と
し
て
描
か
れ
る
。

襃
人
の
襃
姁
獄

う
つ
た
へ

㊒
り
て
、
以
て
王
に
入
る
こ
と
を
爲
し
、
王 

遂
に
之
を

置
く
。
是
の
女
を
嬖
し
、
后
と
爲
す
に
至
ら
し
む
。
而
し
て
伯
服
を
生
む
。

數
の
襃
姒
の
傳
說
が
包
含
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
『
國
語
』
鄭
語
・
晉
語
に
收
錄
さ
れ
る
襃
姒
の
物
語
に
つ
い
て
、
四
つ
に
分
け

て
檢
討
し
て
い
こ
う
。

　

第
一
は
、
周
の
宣
王
の
と
き
の
童
謠
と
、
王
の
子
で
は
な
い
王
宮
の
子
の
出
奔

を
傳
え
る
鄭
語
の
物
語
で
あ
る
。

①
宣
王
の
時
、
童
謠
㊒
り
て
曰
く
、「
檿
弧
・
箕
服
、
實
に
周
國
を
亡
ぼ
さ

ん
」
と
。
是
に
于
て
宣
王 

之
を
聞
く
に
、
夫
婦
の
是
の
器
を
鬻ひ

さ

ぐ
者
㊒
り
。

王 

執
ら
へ
て
之
を
戮
せ
し
め
ん
と
す
。
②
府
の
小
妾 

女
を
生
む
も
王
の
子

に
非
ざ
る
な
り
。
懼
れ
て
之
を
棄
つ
。
此
の
人
な
る
や
、
收
め
て
以
て
襃
に

奔
る
。
天 

此
れ
を
命
ず
る
こ
と
久
し
、
其
れ
又 

何
ぞ
爲を

さ

む
可
け
ん
や（

７
）。

　

幽
王
の
父
で
あ
る
①
宣
王
の
と
き
、「
檿
弧
」（
山
桑
の
弓
）
と
「
箕
服
」（
箕
の

弓
袋
）
が
周
を
滅
ぼ
す
と
い
う
「
童
謠
」（

８
）が

あ
り
、
宣
王
は
、
そ
れ
を
賣
り
步
い

て
い
た
夫
婦
を
捕
ら
え
て
殺
そ
う
と
し
た
、
と
い
う
。
一
方
で
、
②
王
宮
の
「
小

妾
」
は
、
王
の
子
で
は
な
い
子
を
產
ん
で
こ
れ
を
棄
て
た
、
と
い
う
。
①
と
②
と

の
繋
が
り
が
惡
い
た
め
分
か
り
に
く
い
が
、「
檿
弧
」
と
「
箕
服
」
を
賣
り
步
い

て
い
た
夫
婦
は
、
宣
王
に
殺
さ
れ
ず
、「
小
妾
」
の
棄
て
た
子
を
拾
っ
て
襃
國
に

迯
れ
た
。
こ
の
子
が
襃
姒
で
あ
る
。
な
お
、
襃
國
は
、『
國
語
』
晉
語
一
の
韋
昭

㊟
に
、「
㊒
襃
は
、
姒
姓
の
國
な
り
（
㊒
襃
、
姒
姓
之
國
）」
と
あ
り
、
同
韋
昭
㊟
に
、

「
姒
姓
は
、
禹
の
後
な
り
（
姒
姓
、
禹
後
也
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
夏
を
建
國
し

た
禹
の
後
裔
で
あ
る
。
第
四
と
し
て
扱
う
『
國
語
』
晉
語
一
に
は
、「
周
の
幽
王 

㊒
襃
を
伐
ち
、
㊒
襃
の
人 

襃
姒
を
以
て
焉
に
女め

あ
は

す
（
周
幽
王
伐
㊒
襃
、
㊒
襃
人
以

襃
姒
女
焉
）」
と
描
か
れ
、
襃
姒
は
、
禹
の
末
裔
で
あ
り
、
襃
國
を
攻
め
て
き
た
幽

王
に
嫁
が
さ
れ
た
女
性
と
な
る
。
そ
し
て
、『
國
語
』
鄭
語
に
描
か
れ
て
い
る
襃

姒
は
、
次
に
あ
る
よ
う
に
龍
の
漦あ

わ

か
ら
生
ま
れ
た
子
と
さ
れ
る
。

　
『
國
語
』
鄭
語
は
、
第
一
の
部
分
に
續
け
て
、
第
二
の
部
分
と
し
て
、
龍
の
漦
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せ
て
復
讐
す
る
物
語
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
國
語
』
に
は
三
種
の
物
語
が
記
さ
れ
て
い
る
。
最
も
神
祕
的

で
物
語
性
の
强
い
も
の
は
、
第
二
の
龍
の
漦あ

わ

か
ら
處
女
懷
胎
し
て
襃
姒
が
生
ま
れ

る
物
語
で
、
第
一
・
第
三
の
卑
し
い
素
性
の
父
な
し
子
が
國
を
滅
ぼ
す
物
語
も
、

第
一
の
話
で
あ
れ
ば
、「
天 

此
れ
を
命
ず
る
こ
と
久
し
（
天
之
命
此
久
矣
）」、
第
三

の
話
で
あ
れ
ば
、「
天
の
此
れ
を
生
ず
る
こ
と
久
し
く
（
天
之
生
此
久
矣
）」
と
す

る
部
分
に
神
祕
的
な
要
素
が
殘
る
。
こ
れ
に
對
し
て
、
第
四
の
亡
國
が
娘
を
嫁

が
せ
て
復
讐
す
る
物
語
に
は
、
神
祕
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、『
國

語
』
に
記
さ
れ
る
襃
姒
の
物
語
は
、
三
種
に
分
類
が
可
能
で
あ
り
、
統
一
的
な
姿

は
未
だ
結
ば
れ
て
い
な
い
。
何
よ
り
、
後
世
に
最
も
㊒
名
な
「
笑
わ
ぬ
女
」
と
い

う
襃
姒
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の
要
素
が
襃
姒
の
物
語
に
加
え
ら
れ
る

背
景
と
し
て
、
直
接
的
に
は
襃
姒
と
關
わ
り
の
な
い
『
春
秋
左
氏
傳
』
と
の
關
わ

り
を
檢
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

「
笑
わ
ぬ
女
」
と
し
て
の
襃
姒
の
原
型
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公 

傳
二
十
八
年

に
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

昔 

賈
の
大
夫
惡み

に
く

し
。
妻
を
娶
り
て
美
な
り
。
三
年 

言
は
ず
笑
は
ず
。
御

し
て
以
て
皐
に
如ゆ

き
、
雉
を
射
て
之
を
獲
た
り
。
其
の
妻 

始
め
て
笑
ひ
て

言
ふ
。
賈
の
大
夫
曰
く
、「
才
の
以
て
已
む
可
か
ら
ず
。
我 

射
る
能
は
ず
ん

ば
、
女 

遂
に
言
は
ず
笑
は
ざ
る
か
な
」
と（

（1
（

。

　

長
文
と
な
る
た
め
省
略
し
た
が
、
こ
の
物
語
の
語
り
手
は
叔
向
で
あ
る
。
叔
向

は
、
婚
姻
が
不
滿
で
、
三
年
閒
話
さ
ず
、
笑
わ
な
か
っ
た
妻
が
、
雉
を
射
る
夫
の

才
能
を
見
て
、
話
し
笑
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
物
語
を
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

同
じ
『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公 

傳
二
十
八
年
に
お
い
て
、
叔
向
が
美
人
を
娶
ろ
う

と
す
る
こ
と
を
諫
め
る
母
の
言
葉
と
し
て
、『
國
語
』
の
第
四
の
物
語
と
軌
を
一

に
す
る
、
三
代
の
滅
亡
は
女
性
に
よ
る
と
の
主
張
が
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

天
の
此
れ
を
生
ず
る
こ
と
久
し
く
、
其
の
毒
を
爲
す
や
大
な
り
。
將
に
淫
德

を
候ま

ち
て
之
を
加お

く

ら
し
め
ん
と
す
。
毒
の
酋
腊
な
れ
ば
、
其
の
殺
す
こ
と

滋

速
し（

（1
（

。

　

谷
口
の
指
摘
の
通
り
、
第
二
の
龍
の
漦あ

わ

か
ら
生
ま
れ
た
話
を
拔
い
て
も
、
物
語

は
接
合
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、『
國
語
』
は
、
同
じ
訓
話
の
中
に
、
第
二
・
第
三
の

話
を
含
め
、
第
三
に
も
襃
姒
が
「
天
の
此
れ
を
生
ず
る
」
も
の
で
あ
る
と
第
二
の

物
語
を
承
け
る
工
夫
は
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
接
合
は
あ
ま
り
成
功
し
て
い
る

と
は
言
え
ず
、『
國
語
』
鄭
語
は
、
卑
し
い
素
性
の
父
な
し
子
が
國
を
滅
ぼ
す
第

一
・
第
三
の
物
語
と
、
龍
の
漦あ

わ

か
ら
處
女
懷
胎
し
た
娘
を
描
く
第
二
の
物
語
の
接

合
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
谷
口
は
、
第
二
の
物
語
と
接
合
す
る
話
と
し
て
『
國

語
』
晉
語
の
次
の
物
語
を
擧
げ
る
が
、
別
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
四
は
、『
國
語
』
晉
語
に
載
せ
る
美
女
が
國
を
滅
ぼ
す
物
語
で
あ
る
。

昔 

夏
桀 

㊒
施
を
伐
ち
、
㊒
施
の
人 
①
妹
喜
を
以
て
焉
に
女め

あ
は

す
。
妹
喜 

寵

㊒
り
、
是
に
于
て
伊
尹
と
比
し
て
夏
を
亡
ぼ
す
。
殷
辛 

㊒
蘇
を
伐
ち
、
㊒

蘇
氏 

②
妲
己
を
以
て
焉
に
女
す
。
妲
己 

寵
㊒
り
、
是
に
于
て
膠
鬲
と
比
し

て
殷
を
亡
ぼ
す
。
③
周
の
幽
王 

㊒
襃
を
伐
ち
、
襃
人 
襃
姒
を
以
て
焉
を
女

す
。
襃
姒 

寵
㊒
り
、
伯
服
を
生
む
。
是
に
于
て
虢
石
甫
と
比
し
て
、
太
子

の
宜
臼
を
逐
ひ
て
伯
服
を
立
つ
。
太
子 

申
に
出
奔
す
。
申
人
・
鄫
人 

西
戎

を
召
し
て
以
て
周
を
伐
つ
。
周 

是
に
于
て
亡
ぶ
。
今 

晉 

德
寡
な
く
し
て
俘

女
に
安
ん
じ
、
又 

其
の
寵
を
增
す
。
三
季
の
王
に
當
つ
と
雖
も
、
亦
た
可

な
ら
ず
や（

（1
（

。

　

第
四
は
、
夏
・
殷
・
周
と
い
う
三
代
の
滅
亡
が
、
①
妹
喜
・
②
妲
己
・
③
襃
姒

と
い
う
亡
國
の
娘
に
よ
る
こ
と
を
說
く
。
た
だ
し
、
襃
姒
以
外
の
物
語
は
、
類
型

的
で
內
容
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
他
の
二
國
と
關
わ
ら
せ
る
と
こ
ろ
に
、
鄭
語
に

記
さ
れ
た
襃
姒
の
物
語
と
の
異
質
性
が
認
め
ら
れ
、
第
四
は
、
亡
國
が
娘
を
嫁
が



歷
史
物
語
の
形
成

二
三

姒
が
⑴
「
哲
婦
」
で
「
長
舌
」
な
女
性
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
た
。『
國
語
』

は
、
襃
姒
が
周
を
滅
ぼ
し
た
理
由
と
し
て
、
⑵
龍
の
漦あ

わ

か
ら
處
女
懷
胎
し
、
⑶
卑

し
い
素
性
の
父
な
し
子
が
、
⑷
亡
國
か
ら
嫁
が
さ
れ
て
復
讐
す
る
と
い
う
物
語
を

傳
え
た
。
そ
し
て
、『
春
秋
左
氏
傳
』
に
原
型
が
見
ら
れ
た
⑸
「
笑
わ
ぬ
女
」
が

國
を
滅
ぼ
す
と
い
う
襃
姒
の
物
語
は
、『
呂
氏
春
秋
』
愼
行
論 

疑
似
に
次
の
よ
う

に
描
か
れ
る
。

⑸
周
は
酆
・
鎬
に
宅
し
て
戎
人
に
近
し
。
諸
侯
と
約
し
、
高
葆
禱
を
王
路
に

爲
り
、
鼓
を
其
の
上
に
置
き
、
遠
近 

相 

聞
く
。

も

し
戎
の
寇 

至
ら
ば
、
鼓

を
傳
へ
て
相 

吿
げ
、
諸
侯
の
兵 

皆 

至
り
て
天
子
を
救
ふ
。
戎
の
寇 

當か
つ

て

至
る
に
、
幽
王 

鼓
を
擊
ち
、
諸
侯
の
兵 

皆 

至
る
。
襃
姒 

大
い
に
說よ

ろ
こ

び
之

を
笑
ふ
。
幽
王 

襃
姒
の
笑
を
欲
し
、
因
り
て
數

鼓
を
擊
ち
、
諸
侯
の
兵 

數

至
る
も
而
も
寇
無
し
。
後
に
至
り
て
戎
の
寇 

眞
に
至
り
、
幽
王 

鼓
を

擊
つ
も
、
諸
侯
の
兵 

至
ら
ず
。④
幽
王
の
身
、
乃
ち
麗
山
の
下
に
死
し
、
天

下
の
笑
ひ
と
爲
る
。
此
れ
夫
の
①
無
寇
を
以
て
眞
寇
を
失
ふ
者
な
り
。
賢
者

は
小
善
も
て
以
て
大
善
を
致
す
㊒
り
、
不
肖
の
者
は
小
惡
も
て
以
て
大
惡
を

致
す
㊒
り
。
②
襃
姒
の
敗
は
、
乃
ち
幽
王
を
し
て
小せ

う

說え
つ

を
好
み
て
以
て
大
滅

を
致
さ
し
む
。
故
に
形
骸 

相 

離
れ
、
三
公
・
九
卿 

出
で
走
る
。
此
れ
③
襃

姒
の
死
せ
し
所ゆ

ゑ
ん用

に
し
て
、
平
王
の
東
徙
せ
し
所
以
な
り
。
秦
襄
・
晉
文
の

王
に
勞
し
て
地
を
賜
は
る
所
以
な
り（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
『
呂
氏
春
秋
』
は
、
⑸
戎
に
備
え
る
た
め
の
太
鼓
で
諸
侯
が
集
ま

る
の
を
見
て
襃
姒
が
笑
っ
た
こ
と
を
見
た
幽
王
が
、
戎
は
來
て
い
な
い
の
に
頻
繁

に
太
鼓
を
う
ち
、
本
當
に
戎
が
來
た
時
に
諸
侯
は
集
ま
ら
ず
滅
亡
し
た
こ
と
を

記
す
。
愼
行
論 

疑
似
の
主
張
は
、
①
「
無
寇
」
を
「
眞
寇
」
と
疑
似
し
た
こ
と

が
、
周
の
滅
亡
を
招
い
た
こ
と
に
あ
る
。
あ
く
ま
で
襃
姒
は
そ
の
事
例
と
し
て
揭

げ
る
だ
け
で
あ
る
た
め
、
襃
姒
が
普
段
か
ら
「
笑
わ
ぬ
女
」
で
あ
る
こ
と
は
朙
記

昔 

㊒
仍
氏 

女
を
生
む
に
、
黰
黑
に
し
て
甚
だ
美
な
り
。
光か

が
や

き
以
て
鑑
と

す
可
し
、
名
づ
け
て
玄
妻
と
曰
ふ
。
樂
正
の
后
夔 

之
を
取め

と

り
、
伯
封
を
生
む
。

實
に
豕
心
㊒
り
、
貪
惏
に
し
て
饜あ

く
こ
と
無
く
、
忿
纇
に
し
て
朞
無
け
れ
ば
、

之
を
封
豕
と
謂
ふ
。
㊒
窮
の
后
羿 

之
を
滅
ぼ
す
、
夔 

是
を
以
て
祀
ら
れ
ず
。

且
つ
三
代
の
亡
び
、
共
子
の
廢
せ
ら
る
る
は
、
皆 

是
の
物
な
り
。
女な

ん
ぢ

何
を

以
て
爲
さ
ん
や
。
夫
れ
尤
物
以
て
人
を
移
す
に
足
る
㊒
り
。
苟い

や
し

く
も
德
義

に
非
ず
ん
ば
、
則
ち
必
ず
禍
㊒
ら
ん（

（1
（

。

　

こ
こ
で
は
、
黑
髮
の
美
し
い
㊒
仍
氏
を
娶
っ
た
た
め
に
、
樂
正
の
后
夔
が
后
羿

に
滅
ぼ
さ
れ
た
こ
と
を
事
例
と
し
て
揭
げ
た
後
に
、
三
代
の
滅
亡
は
美
し
い
女
性

に
よ
る
、
と
叔
向
は
諫
め
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公 

傳
二
十

八
年
に
お
い
て
、
共
に
叔
向
と
の
關
わ
り
で
描
か
れ
る
三
代
の
滅
亡
が
美
女
に
よ

る
、
と
い
う
物
語
と
笑
わ
な
か
っ
た
妻
が
夫
の
才
能
を
見
て
、
話
し
笑
う
よ
う
に

な
っ
た
、
と
い
う
話
が
、『
國
語
』
に
描
か
れ
る
三
代
の
滅
亡
の
中
で
、
唯
一
內

容
を
持
っ
て
い
た
襃
姒
の
物
語
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
襃
姒
の
物
語
を
完
成

さ
せ
た
蓋
然
性
は
高
い
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
詩
經
』
で
は
、
周
の
滅
亡
原
因
と
な
っ
た
「
哲
婦
」
で

「
長
舌
」
な
女
性
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
襃
姒
は
、『
國
語
』
で
は
、
龍
の
漦あ

わ

か
ら

處
女
懷
胎
し
た
、
卑
し
い
素
性
の
父
な
し
子
が
、
亡
國
か
ら
嫁
が
さ
れ
て
復
讐
す

る
、
と
い
う
三
種
の
物
語
の
結
合
體
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、『
春
秋

左
氏
傳
』
に
記
さ
れ
る
襃
姒
と
は
無
關
係
な
「
笑
わ
ぬ
女
」
と
美
女
が
國
を
滅
ぼ

す
と
い
う
要
素
は
、『
呂
氏
春
秋
』
に
お
い
て
、
襃
姒
の
笑
い
を
求
め
る
幽
王
の

姿
と
し
て
加
え
ら
れ
て
い
く
。 

二
、『
呂
氏
春
秋
』
と
『

記
』

　
『
詩
經
』
に
お
い
て
、
襃
姒
は
周
の
滅
亡
原
因
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
襃
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卷
四 

周
本
紀
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

三
年
、
幽
王 

襃
姒
を
嬖
愛
す
。
襃
姒 

子
の
伯
服
を
生
み
、
幽
王 

太
子
を
廢

せ
ん
と
欲
す
。
太
子
の
母
は
申
侯
の
女
た
り
て
后
と
爲
る
。
後
に
幽
王 

襃

姒
を
得
、
之
を
愛
し
、
申
后
を
廢
し
、
幷
び
に
太
子
の
宜
臼
を
去
り
、
襃
姒

を
以
て
后
と
爲
し
、
伯
服
を
以
て
太
子
と
爲
さ
ん
と
欲
す
。
⑹
周
の
太
史
た

る
伯
陽 

史
の
記
を
讀
み
て
曰
く
、「
周 

亡
び
ん
」
と
。
⑵
昔 

夏
后
氏
の
衰

へ
る
よ
り
、
二
神
龍
㊒
り
て
夏
帝
の
庭
に
止
り
て
言
ひ
て
曰
く
、「
余
は
襃

の
二
君
な
り
」
と
。
夏
帝 

之
を
殺
す
と
之
を
去
る
と
之
を
止
む
る
と
を
卜

ふ
に
、
吉
な
る
こ
と
莫
し
。
其
の
漦あ

わ

を
請
ひ
て
之
を
藏
む
る
を
卜
ふ
に
、

乃
ち
吉
な
り
。
是
に
於
て
幤
を
布
き
て
策
し
て
之
に
吿
ぐ
。
龍 

亡
げ
て
漦

在
り
。
櫝
し
て
之
を
去
る
。
夏 

亡
ぶ
や
、
此
の
器 

殷
に
傳
は
る
。
殷 

亡
ぶ

や
、
又 

此
の
器 

周
に
傳
は
る
。
三
代
の
比こ

ろ
お

ひ
、
敢
て
之
を
發
す
る
こ
と

莫
し
。
厲
王
の
末
に
至
り
、
發
し
て
之
を
觀
る
に
、
漦 

庭
に
流
れ
、
除
く

可
か
ら
ざ
る
な
り
。
厲
王 

婦
人
を
し
て
裸
に
し
て
之
を
譟
が
す
。
漦 

化
し

て
玄
黿
と
爲
り
、
以
て
王
の
後
宮
に
入
る
。
後
宮
の
童
妾
、
既
に
齔
し
て
之

に
遭
ひ
、
既
に
し
て
筓
し
て
孕
み
、
夫
無
く
し
て
子
を
生
み
、
懼
れ
て
之
を

弃
つ
。
⑶
宣
王
の
時
、
童
女 

謠
し
て
曰
く
、「
檿
弧
・
箕
服
、
實
に
周
國
を

亡
ぼ
さ
ん
」
と
。
是
に
於
て
宣
王 

之
を
聞
く
に
、
夫
婦
に
是
の
器
を
賣
る

者
㊒
り
、
宣
王 

執
ら
へ
て
之
を
戮
せ
し
め
ん
と
す
。
迯
る
。
衟
に
於
て
鄕さ

き

者に

後
宮
の
童
妾
の
弃
つ
る
所
の
妖
子 

路
に
出
づ
る
者
を
見
、
其
の
夜
に
啼

く
を
聞
き
、
哀
み
て
之
を
收
む
。
夫
婦 

遂
に
亡
れ
、
襃
に
犇
る
。
襃
人 

罪

㊒
り
、
童
妾
の
弃
つ
る
所
の
女
子
な
る
者
を
王
に
入
れ
以
て
罪
を
贖
ふ
を
請

ふ
。
弃
て
ら
れ
し
女
子 

襃
に
出
づ
れ
ば
、
是
を
襃
姒
と
爲
す
。
幽
王
の
三

年
に
當
た
り
、
王 

後
宮
に
之ゆ

き
、
見
て
之
を
愛
す
。
子
の
伯
服
を
生
み
、

竟
に
申
后
及と

太
子
を
廢
し
て
、
襃
姒
を
以
て
后
と
爲
し
、
伯
服
を
太
子
と
爲

さ
れ
な
い
。『
呂
氏
春
秋
』
を
承
け
た
『
史
記
』
に
な
る
と
「
笑
わ
ぬ
女
」
で
あ

っ
た
こ
と
が
朙
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、『
呂
氏
春
秋
』
で
も
襃
姒
の
笑
い
を
得
る

た
め
に
、
幽
王
が
太
鼓
を
う
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
襃
姒
は
普
段
笑
わ
な
い
た
め
、

そ
ん
な
襃
姒
を
笑
わ
せ
よ
う
と
し
た
と
想
定
で
き
る
。『
呂
氏
春
秋
』
に
お
い
て
、

笑
わ
ぬ
襃
姒
が
、
集
ま
っ
て
き
た
諸
侯
を
見
て
笑
っ
た
の
で
、
幽
王
は
何
度
も
僞

の
來
襲
で
諸
侯
を
呼
び
、
そ
の
た
め
に
本
當
の
來
襲
時
に
諸
侯
た
ち
は
來
な
か
っ

た
、
と
い
う
襃
姒
物
語
の
骨
格
が
で
き
あ
が
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。

　

そ
の
一
方
で
、『
詩
經
』
に
記
さ
れ
た
襃
姒
が
⑴
「
哲
婦
」
で
「
長
舌
」
な
女

性
で
あ
る
こ
と
、『
國
語
』
に
ま
と
め
ら
れ
た
⑵
龍
の
漦あ

わ

か
ら
處
女
懷
胎
し
、
⑶

卑
し
い
素
性
の
父
な
し
子
が
、
⑷
亡
國
か
ら
嫁
が
さ
れ
て
復
讐
す
る
と
い
う
⑴
～

⑷
の
事
柄
が
缺
如
し
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
。

　

ま
た
、
②
襃
姒
に
よ
る
周
の
滅
亡
は
、
幽
王
が
「
小せ

う

說え
つ

」（
小
さ
な
悅
び
）
の
た

め
に
「
疑
似
」
を
繰
り
﨤
し
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
お
り
、
滅
亡
原
因
と
し
て

は
、
襃
姒
よ
り
も
幽
王
の
責
任
が
重
く
捉
え
ら
れ
、
④
「
天
下
の
笑
ひ
」
も
の
と

な
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
襃
姒
は
③
「
死
」
ん
だ
こ
と
だ
け
が
記
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
細
か
い
點
だ
が
、
狼
𤇆
臺
で
太
鼓
を
う
っ
て
い
る
こ
と
も
確

認
し
て
お
く
。『
史
記
』
で
は
、「
㷭
火
」
を
擧
げ
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
呂
氏
春
秋
』
に
よ
り
、
襃
姒
の
笑
い
を
得
よ
う
と
し
て
、
幽
王

が
周
を
滅
ぼ
し
た
物
語
が
形
成
さ
れ
た
。
襃
姒
は
、『
史
記
』
ま
で
の
周
の
滅
亡

原
因
を
語
る
物
語
の
中
で
、
⑴
「
哲
婦
」
で
「
長
舌
」
な
女
性
で
（『
詩
經
』
起
源
）、

⑵
龍
の
漦あ

わ

か
ら
處
女
懷
胎
し
（『
國
語
』
起
源
）、
⑶
卑
し
い
素
性
の
父
な
し
子
で

（『
國
語
』
起
源
）、
⑷
亡
國
か
ら
嫁
が
さ
れ
て
復
讐
し
た
（『
國
語
』
起
源
）、
⑸
「
幽

王
が
笑
い
を
得
よ
う
と
し
た
女
」（『
呂
氏
春
秋
』
起
源
）
と
描
か
れ
て
い
た
。
そ
れ

で
は
、「
史
書
」
で
あ
る
『
史
記
』
は
、
こ
れ
ら
の
話
を
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
、
周
の
滅
亡
の
「
歷
史
」
を
記
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。『
史
記
』



歷
史
物
語
の
形
成

二
五

き
こ
と
無
し
」
と
述
べ
て
、
周
滅
亡
の
原
因
を
後
嗣
を
變
更
し
た
こ
と
に
求
め
る
。

皇
后
よ
り
も
後
嗣
を
重
視
す
る
こ
と
は
、「
幽
王
の
太
子
た
る
宜
臼
」
が
平
王
に

立
て
ら
れ
る
こ
と
で
、
西
周
の
滅
亡
を
乘
り
越
え
て
東
周
が
建
國
さ
れ
た
と
記
す

こ
と
に
朙
ら
か
で
あ
る
。『
史
記
』
は
、『
春
秋
公
羊
傳
』
隱
公
元
年
に
記
さ
れ
る

「
春
秋
の
義
」
で
あ
る
嫡
長
子
相
續
の
正
し
さ
を
主
張
す
る
た
め
に（

（1
（

、
西
周
の
滅

亡
に
つ
い
て
記
す
襃
姒
の
物
語
に
、
繼
承
關
係
を
加
筆
し
た
。
三
箇
所
の
傍
線
部

⑹
の
歬
に
記
さ
れ
る
記
述
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
『
史
記
』
の
特
徵
は
、
周
王
の
系
譜
に
關
す
る
歷
史
的
な
史
料
を
加
え
て
、「
春

秋
の
義
」
を
周
の
太
史
で
あ
る
伯
陽
に
述
べ
さ
せ
る
こ
と
で
、「
事
」（
事
實
）
に

基
づ
く
自
ら
の
主
張
を
述
べ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
襃
姒
の
物
語
の
う
ち
、

⑵
龍
の
漦あ

わ

か
ら
處
女
懷
胎
し
、
⑶
卑
し
い
素
性
の
父
な
し
子
で
、
⑸
「
幽
王
が
笑

い
を
得
よ
う
と
し
た
女
」
と
し
て
幽
王
の
寵
愛
を
受
け
る
姿
を
傳
え
る
『
國
語
』

や
『
呂
氏
春
秋
』
に
加
筆
す
る
こ
と
で
、
物
語
を
流
麗
に
描
き
出
し
、
周
の
滅
亡

の
「
歷
史
物
語
」
を
嫡
長
子
の
後
嗣
を
變
更
す
る
と
儒
敎
の
理
想
の
國
家
で
あ
る

周
で
す
ら
、
滅
亡
の
憂
き
目
に
遇
う
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
い
わ

ゆ
る
近
代
歷
史
學
の
主
張
す
る
客
觀
的
な
史
實
の
記
錄
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
㊟
（
２
）
所
揭
渡
邉
論
文
が
述
べ
る
よ
う
に
、『
史
記
』
は
、『
太
史
公
書
』

と
い
う
本
來
の
名
稱
が
示
す
よ
う
に
、『
春
秋
』
を
書
き
繼
ぐ
思
想
書
な
の
で
あ

る
。

　
『
呂
氏
春
秋
』
で
、「
幽
王
が
笑
い
を
得
よ
う
と
し
た
女
」
と
い
う
要
素
を
加
え

ら
れ
た
襃
姒
の
物
語
は
、『
史
記
』
に
よ
り
周
の
滅
亡
理
由
を
示
す
な
か
で
、「
史

實
」
と
し
て
記
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
劉
向
は
、『
史
記
』
の
「
史
實
」
を
ど
の
よ

う
に
『
列
女
傳
』
に
落
と
し
込
み
、
い
か
な
る
主
張
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

す
。
⑹
太
史
の
伯
陽
曰
く
、「
禍 

成
れ
り
、
奈
何
と
も
す
可
き
こ
と
無
し
」

と
。
⑸
襃
姒 

笑
ふ
を
好
ま
ざ
れ
ば
、
幽
王 

其
の
笑
ひ
を
欲
し
萬
方
す
る
も
、

故
こ
と
さ
ら

に
笑
は
ず
。
幽
王 

㷭
㸂
・
大
鼓
を
爲つ

く

り
、
寇 

至
る
㊒
ら
ば
則
ち
㷭
火

を
擧
ぐ
。
諸
侯 

悉
く
至
り
、
至
る
も
寇
無
け
れ
ば
、
襃
姒 

乃
ち
大
い
に
笑

ふ
。
幽
王 
之
を
說
び
、
爲
に
數

㷭
火
を
擧
ぐ
。
其
の
後 

信
ぜ
ず
、
諸
侯 

益

亦
た
至
ら
ず
。
幽
王 

虢
石
父
を
以
て
卿
と
爲
し
、
事
を
用
ひ
せ
し
め

ば
、
國
人 

皆 
怨
む
。
石
父 

人
と
爲
り
佞
巧
に
し
て
善
く
諛
ひ
利
を
好
む
。

王 

之
を
用
ひ
、
又 
申
后
を
廢
し
、
太
子
を
去
る
な
り
。
申
侯 

怒
り
、
繒
・

西
夷
・
犬
戎
と
與
に
幽
王
を
攻
む
。
幽
王 

㷭
火
を
擧
げ
兵
を
徵
す
る
も
、

兵 

至
る
こ
と
莫
し
。
遂
に
幽
王
を
驪
山
の
下
に
殺
し
、
襃
姒
を
虜
に
し
、

盡
く
周
の
賂た

か
ら

を
取
り
て
去
る
。
是
に
於
て
諸
侯 

乃
ち
申
侯
に

き
て
共
に

⑹
故
の
幽
王
の
太
子
た
る
宜
臼
を
立
つ
。
是
れ
を
平
王
と
爲
し
、
以
て
周
の

祀
を
奉
ぜ
し
む（

（1
（

。

　
『
史
記
』
は
、
こ
れ
ま
で
の
襃
姒
の
物
語
の
う
ち
、『
詩
經
』
を
起
源
と
す
る

⑴
「
哲
婦
」
で
「
長
舌
」
な
女
性
と
い
う
襃
姒
像
を
繼
承
し
な
い
。
そ
れ
は
、
襃

姒
が
『
呂
氏
春
秋
』
よ
り
⑸
「
幽
王
が
笑
い
を
得
よ
う
と
し
た
女
」
と
記
さ
れ
た

こ
と
で
、
普
段
「
笑
わ
ぬ
女
」
で
あ
っ
た
と
い
う
印
象
が
强
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
⑴
の
特
徵
と
組
み
合
わ
せ
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
す
で
に
『
呂
氏

春
秋
』
に
お
い
て
、
⑴
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、『
史
記
』
は
、『
國
語
』
を

起
源
と
す
る
⑷
亡
國
か
ら
嫁
が
さ
れ
て
復
讐
し
た
と
い
う
襃
姒
像
も
繼
承
し
な
い
。

　

そ
れ
は
、『
史
記
』
が
周
の
滅
亡
の
主
因
を
⑹
美
女
に
溺
れ
、
皇
后
と
太
子
を

廢
し
た
幽
王
の
行
爲
に
求
め
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
『
史
記
』
の
主
張
は
、

周
の
太
史
で
あ
る
伯
陽
が
擔
う
。
伯
陽
は
、
襃
姒
が
伯
服
を
生
み
、
幽
王
が
太
子

と
皇
后
を
廢
し
よ
う
と
す
る
と
「
史
の
記
を
讀
み
て
曰
く
、「
周 

亡
び
ん
」」
と

述
べ
、
襃
姒
を
皇
后
、
伯
服
を
太
子
と
す
る
と
「
禍 

成
れ
り
、
奈
何
と
も
す
可
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㊒
り
、
王 

執
へ
て
之
を
戮
せ
し
め
ん
と
す
。
夫
妻 

夜
に
迯
る
る
に
、
童
妾

の
棄
に
遭
ひ
て
夜
に
號な

く
を
聞
き
、
哀
み
て
之
を
取
る
。
遂
に
襃
に
竄の

が

る
。

長
じ
て
美
好
な
り
。
襃
人
の
姁 

獄
㊒
り
、
之
を
獻
じ
て
以
て
贖
ふ
。
幽
王 

受
け
て
之
を
嬖あ

い

し
、
遂
に
襃
姁
を
釋
す
。
故
に
號
し
て
襃
姒
と
曰
ふ（

（2
（

。

　

第
二
段
落
は
、「
後
に
人
」
以
後
の
部
分
、
す
な
わ
ち
襃
姒
が
養
父
母
か
ら
襃

狗
を
經
て
、
周
の
幽
王
に
獻
上
さ
れ
た
經
緯
が
『
國
語
』
で
は
分
か
り
に
く
い
。

そ
の
た
め
、『
列
女
傳
』
は
、『
史
記
』
の
記
述
に
依
據
し
な
が
ら
、
襃
の
君
主
で

あ
る
襃
狗
の
名
を
加
え
、
襃
姒
が
「
長
じ
て
美
好
」
で
あ
る
こ
と
を
獻
上
さ
れ
た

伏
線
と
し
て
述
べ
る
な
ど
、
そ
れ
を
さ
ら
に
分
か
り
や
す
く
し
て
い
る
。

既
に
子
の
伯
服
を
生
む
。
幽
王 

乃
ち
后
の
申
侯
の
女
を
廢
し
て
、
襃
姒

を
立
て
て
后
と
爲
す
。
太
子
の
宜
咎
を
廢
し
て
伯
服
を
立
て
太
子
と
爲
す
。

①
幽
王 

襃
姒
に
惑
ひ
、
出
入
す
る
に
之
と
同
乘
す
。
國
事
を
卹う

れ

へ
ず
、
驅

馳
・
弋
獵
す
る
こ
と
時
な
ら
ず
、
以
て
襃
姒
の
意
に
㊜
ふ
。
飮
酒
す
る
こ
と

流
湎
に
し
て
、
倡
優 

歬
に
在
り
、
夜
を
以
て
晝
に
續つ

ぐ（
（2
（

。

　

第
三
段
落
は
、
幽
王
が
申
侯
の
娘
を
廢
位
し
て
、
襃
姒
を
皇
后
と
し
、
宜
咎
を

廢
位
し
て
、
伯
服
を
太
子
と
し
た
こ
と
ま
で
は
、『
史
記
』
と
『
國
語
』
と
同
じ

で
あ
る
。「
幽
王 

襃
姒
に
惑
ひ
」
以
下
が
、『
列
女
傳
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
、
こ

こ
に
劉
向
の
主
張
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
後
に
檢
討
し
た
い
。

襃
姒 

笑
は
ず
、
幽
王 

乃
ち
其
の
笑
ひ
を
欲
し
て
萬
端
す
る
も
、
故

こ
と
さ
ら

に
笑

は
ず
。
幽
王 

烽
燧
・
大
鼓
を
爲つ

く

り
、
寇 

至
る
㊒
ら
ば
、
則
ち
擧
ぐ
。
諸
侯 

悉
く
至
る
も
而
も
寇
無
け
れ
ば
、
襃
姒 

乃
ち
大
い
に
笑
ふ
。
幽
王 

之
を
悅

ば
し
め
ん
と
欲
し
、
數

爲
に
烽
火
を
擧
ぐ
。
其
の
後 

信
ぜ
ず
、
諸
侯 

至

ら
ず（

（2
（

。

　

第
四
段
落
は
、『
史
記
』
を
踏
襲
し
て
、
笑
わ
ぬ
襃
姒
を
悅
ば
せ
る
た
め
、
幽

王
が
し
ば
し
ば
烽
火
を
上
げ
て
諸
侯
の
信
賴
を
失
う
こ
と
を
記
す
。

三
、
惡
女
傳

の
完
成

　

劉
向
の
『
列
女
傳
』
は
、『
國
語
』
と
『
史
記
』
の
記
述
に
字
句
の
變
更
を
施

し
、
文
意
を
分
か
り
や
す
く
し
な
が
ら
踏
襲
し
、
三
ヵ
所
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
物
語

を
付
け
加
え
る
。
そ
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
意
圖
が
込
め
ら
れ
る
の
か
は
、
後
に
ま

と
め
て
檢
討
す
る
こ
と
に
し
て
、
六
つ
の
段
落
に
分
け
て
、『
列
女
傳
』
に
描
か

れ
た
襃
姒
の
物
語
を
揭
げ
て
い
こ
う
。

襃
姒
な
る
者
は
、
童
妾
の
女
、
周
の
幽
王
の
后
な
り
。
初
め
夏
の
衰
ふ
る
や
、

襃
人
の
神
、
化
し
て
二
龍
と
爲
り
、
王
庭
に
同つ

が

ひ
て
言
ひ
て
曰
く
、「
余 

襃

の
二
君
な
り
」
と
。
夏
后 
之
を
殺
す
と
去
る
と
を
卜
ふ
に
、
吉
な
る
こ
と

莫
し
。
其
の
漦
を
請
ひ
て
之
を
藏
む
る
を
卜
ふ
に
吉
な
り
、
乃
ち
幤
を
布
く
。

龍 

忽
と
し
て
見
へ
ず
、
而
し
て
漦
を
櫝
中
に
藏
め
、
乃
ち
之
を
郊
に
置
く
。

周
に
至
る
ま
で
、
之
を
敢
て
發
す
る
こ
と
莫
き
な
り
。
周
の
厲
王
の
末
に
及

び
、
發
し
て
之
を
觀
る
に
、
漦 

庭
に
流
れ
、
除
く
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
王 

婦
人
を
し
て
裸
に
し
て
之
に
譟
が
し
む
る
に
、
化
し
て
玄
蚖
と
爲
り
て
、
後

宮
に
入
る
。
宮
の
童
妾
、
未
だ
毀
せ
ず
し
て
之
に
遭
ひ
、
既
に
筓
し
て
孕
み
、

宣
王
の
時
に
當
た
り
て
產
む
。
夫
無
く
し
て
乳
す
れ
ば
、
懼
れ
て
之
を
棄
つ（

（1
（

。

　

第
一
段
落
は
、
基
本
的
に
は
『
國
語
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
多
少
語
句
の
異
同

が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
未
だ
毀
せ
ず
し
て
」
に
つ
い
て
は
、『
國
語
』
は
「
未
だ

既
に
齓
せ
ざ
る
」
に
つ
く
り
、『
史
記
』
は
「
既
に
齔
し
て
」
に
つ
く
る
が
、『
國

語
』
の
記
述
が
分
か
り
易
い
。『
列
女
傳
』
に
㊟
を
つ
け
た
梁
端（

（1
（

は
、「
毀
」
の
字

の
あ
と
に
「
齒
」
を
補
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
が
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
ま
ま
訓
讀
し
て
お
く
。

是
よ
り
先 

童
謠
㊒
り
て
曰
く
、「
檿
弧
・
箕
服
、
寔
に
周
國
を
亡
ぼ
さ
ん
」

と
。
宣
王 

之
を
聞
く
。
後
に
人 

夫
妻
に
し
て
檿
弧
・
箕
服
の
器
を
賣
る
者



歷
史
物
語
の
形
成

二
七

原
因
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
劉
向
は
、
周
と
い
う
儒
敎
の
理
想
國
家

を
も
滅
亡
さ
せ
る
惡
女
傳
說
と
し
て
襃
姒
の
物
語
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

　

第
二
の
加
筆
で
述
べ
ら
れ
る
幽
王
が
た
だ
「
襃
姒
の
言
の
み
」
に
從
っ
た
た

め
、
臣
下
の
上
下
が
共
に
諂
い
、
人
び
と
が
周
か
ら
離
れ
て
い
っ
た
と
い
う
敍
述

も
、
第
一
で
述
べ
た
幽
王
が
襃
姒
と
い
う
惡
女
に
惑
っ
た
こ
と
が
周
の
滅
亡
原
因

で
あ
る
と
い
う
主
張
を
强
化
す
る
た
め
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
皇
后
と
太
子
を
廢

し
、
惡
女
を
皇
后
と
し
て
、
後
嗣
を
變
更
し
、
政
治
を
蔑
ろ
に
し
て
周
を
滅
ぼ
し

た
幽
王
の
愚
行
を
歷
史
の
敎
訓
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
劉
向
の

主
張
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
劉
向
が
仕
え
る
成
帝
が
、
趙
飛
燕
姉
妹
に
夢
中
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
現
實
が
あ
る（

（2
（

。
そ
れ
を
諫
め
る
た
め
に
こ
そ
、
劉
向
は
『
列
女

傳
』
を
執
筆
し
た
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
加
筆
で
あ
る
「
是
れ
よ
り
の
後
、
周 

諸
侯
と
異
な
る
こ
と

無
し
」
と
い
う
周
の
行
く
末
は
、
漢
の
未
來
へ
の
警
吿
で
あ
る
。
趙
飛
燕
姉
妹
に

惑
わ
さ
れ
て
い
る
成
帝
へ
の
諫
言
と
い
う
劉
向
の
執
筆
目
的
が
こ
こ
に
現
れ
て
い

る
。

お
わ
り
に

　

歷
史
事
實
が
そ
の
ま
ま
歷
史
書
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
歷
史
物
語

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、『
史
記
』
と
『
列
女
傳
』
の
差
異
は
大
き
く
な
く
、

笑
わ
ぬ
女
の
記
述
が
『
春
秋
左
氏
傳
』
を
起
源
と
す
る
よ
う
に
、
歷
史
書
や
經
書
、

そ
し
て
子
書
に
記
さ
れ
る
歷
史
物
語
に
は
、
歷
史
事
實
と
の
區
別
を
つ
け
る
こ
と

が
難
し
い
敍
述
も
多
い
。
そ
れ
で
は
、
歷
史
の
眞
の
姿
に
廹
る
こ
と
は
難
し
い
の

だ
ろ
う
か
。

　

歷
史
物
語
が
變
容
し
て
い
く
背
景
を
考
え
る
上
で
、
文
獻
で
の
記
述
を
辿
る
こ

と
は
㊒
用
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
劉
向
の
『
列
女
傳
』
に
お
け
る
成
帝
へ
の
思
い

②
忠
諫
す
る
者
は
誅
せ
ら
れ
、
唯
だ
襃
姒
の
言
の
み
是
れ
從
ふ
。
上
下 

相 

諛
ひ
、
百
姓 

乖
き
離
る
。
申
侯 

乃
ち
繒
・
西
夷
・
犬
戎
と
與
に
、
共
に
幽

王
を
攻
む
。
幽
王 

烽
燧
を
擧
げ
兵
を
徵
す
る
も
、
至
る
も
の
莫
し
。
遂
に

幽
王
を
驪
山
の
下
に
殺
し
、
襃
姒
を
虜
に
し
、
盡
く
周
の
賂た

か
ら

を
取
り
て
去

る
。
是
に
於
て
諸
侯 

乃
ち
申
侯
に

き
て
共
に
故
の
太
子
の
宜
咎
を
立
つ
。

是
れ
平
王
爲た

り
。
③
是
れ
よ
り
の
後
、
周 

諸
侯
と
異
な
る
こ
と
無
し（

（2
（

。

　

第
五
段
落
は
、
周
の
滅
亡
原
因
と
し
て
幽
王
が
「
襃
姒
の
言
」
の
み
に
從
っ
た

こ
と
を
擧
げ
る
。
こ
こ
も
『
列
女
傳
』
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
部

分
は
、
字
句
の
異
な
り
が
あ
る
も
の
の
『
史
記
』
の
記
述
を
踏
襲
し
て
い
る
。

詩
に
曰
く
、「
赫
赫
た
る
宗
周
、
襃
姒 

之
を
滅
す
」
と
。
此
れ
之
の
謂
な
り
。

頌
に
曰
く
、「
襃
神 

龍
に
變
じ
、
寔
に
襃
姒
を
生
む
。
興
り
て
幽
王
に
配
せ

ら
れ
、
后
・
太
子
を
廢
す
。
烽
を
擧
げ
て
兵
を
致
し
、
寇
の
至
ら
ざ
る
を
笑

ふ
。
申
侯 

周
を
伐
ち
、
果
た
し
て
其
の
祀
を
滅
す
」
と（

（2
（

。

　

第
六
段
落
は
、
す
で
に
檢
討
し
た
周
の
滅
亡
原
因
を
襃
姒
に
求
め
る
『
詩
經
』

小
雅 

正
⺼
を
引
用
し
、
劉
歆
の
作
と
さ
れ
る
頌
を
附
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
劉
向
『
列
女
傳
』
は
、
傍
線
を
附
し
た
①
～
③
の
三
ヵ
所
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
を
加
え
る
ほ
か
は
、『
國
語
』
と
『
史
記
』
の
記
述
を
分
か
り
や
す
く

つ
な
げ
合
わ
せ
な
が
ら
物
語
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
三
ヵ
所
の
加
筆

部
分
に
は
、
ど
の
よ
う
な
思
想
が
現
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
一
の
加
筆
で
述
べ
ら
れ
る
「
幽
王 

襃
姒
に
惑
」
い
、
そ
の
結
果
「
國
事
を

卹う
れ

」
え
な
く
な
っ
た
と
い
う
敍
述
に
は
、
周
の
滅
亡
は
幽
王
が
襃
姒
と
い
う
惡

女
に
惑
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
、
と
い
う
劉
向
の
主
張
が
あ
る（

（2
（

。『
史
記
』
が
、

皇
后
と
太
子
を
廢
し
た
幽
王
の
行
爲
を
襃
姒
の
行
い
よ
り
重
い
罪
と
捉
え
、
周
の

滅
亡
原
因
は
、
幽
王
の
行
爲
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
對
し
て
、
劉
向
は
、
そ
れ

を
含
め
て
襃
姒
と
い
う
惡
女
に
幽
王
が
惑
っ
た
こ
と
そ
の
も
の
が
、
周
の
滅
亡
の
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が
そ
こ
か
ら
浮
き
上
が
る
よ
う
に
、
文
獻
か
ら
眞
の
歷
史
に
近
づ
く
こ
と
も
可
能

な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
詩
經
』
で
周
の
滅
亡
原
因
と
し
て
そ
の
名
を
擧
げ
ら
れ
て
い
た
襃
姒
は
、「
哲

婦
」
で
「
長
舌
」
な
女
性
と
描
か
れ
て
い
た
。『
國
語
』
は
、『
詩
經
』
の
後
に
創

作
・
傳
承
さ
れ
た
襃
姒
に
つ
い
て
の
物
語
を
龍
の
漦あ

わ

か
ら
處
女
懷
胎
し
た
、
卑
し

い
素
性
の
父
な
し
子
が
、
亡
國
か
ら
嫁
が
さ
れ
て
復
讐
す
る
、
と
い
う
三
種
の
物

語
の
結
合
體
と
し
て
表
現
し
た
。『
春
秋
左
氏
傳
』
に
記
さ
れ
て
い
た
笑
わ
な
い

妻
と
美
女
が
國
を
滅
ぼ
す
、
と
い
う
要
素
は
、『
呂
氏
春
秋
』
に
よ
り
襃
姒
の
物

語
に
結
合
さ
れ
る
。『
史
記
』
は
こ
う
し
た
襃
姒
の
物
語
の
中
か
ら
、『
詩
經
』

を
起
源
と
す
る
「
哲
婦
」
で
「
長
舌
」
な
女
性
像
、『
國
語
』
を
起
源
と
す
る
亡

國
か
ら
嫁
が
さ
れ
て
復
讐
し
た
と
い
う
襃
姒
像
を
繼
承
し
な
い
。
そ
れ
は
、『
史

記
』
が
周
の
滅
亡
の
主
因
を
美
女
に
溺
れ
、
皇
后
と
太
子
を
廢
し
た
幽
王
の
行
爲

に
求
め
た
た
め
で
あ
る
。『
史
記
』
は
、『
春
秋
公
羊
傳
』
隱
公
元
年
に
記
さ
れ
る

「
春
秋
の
義
」
で
あ
る
嫡
長
子
相
續
の
正
し
さ
を
主
張
す
る
た
め
に
、
西
周
の
滅

亡
に
つ
い
て
記
す
襃
姒
の
物
語
に
、
王
位
の
繼
承
關
係
を
加
筆
し
た
の
で
あ
る
。

　

劉
向
の
『
列
女
傳
』
は
、『
國
語
』
と
『
史
記
』
を
物
語
の
基
本
と
し
な
が
ら
、

そ
こ
に
三
つ
の
要
素
を
加
え
る
こ
と
で
惡
女
傳
說
を
完
成
さ
せ
た
。
普
段
笑
わ
な

い
襃
姒
は
、
諸
侯
の
姿
を
見
て
笑
う
こ
と
で
幽
王
を
夢
中
に
さ
せ
、
周
は
幽
王
が

襃
姒
と
い
う
惡
女
に
惑
っ
た
こ
と
で
滅
亡
し
た
。
惡
女
を
皇
后
と
し
、
政
治
を
蔑

ろ
に
し
て
周
を
滅
ぼ
し
た
幽
王
を
歷
史
の
敎
訓
に
、
趙
飛
燕
姉
妹
に
夢
中
に
な
っ

て
い
る
成
帝
に
諫
言
す
る
と
い
う
劉
向
の
執
筆
目
的
が
こ
こ
に
現
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

周
の
滅
亡
は
、
周
を
支
え
て
い
た
諸
國
家
と
の
婚
姻
・
後
嗣
關
係
を
め
ぐ
る
內

紛
で
あ
り
、
そ
れ
に
襃
姒
と
呼
ば
れ
る
女
性
が
關
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
が
殘

さ
れ
た
文
獻
㊮
料
か
ら
現
在
朙
ら
か
に
で
き
る
歷
史
事
實
で
あ
る
。
二
十
四
史
の

筆
頭
の
史
書
と
さ
れ
る
『
史
記
』
の
襃
姒
に
關
す
る
記
述
、
と
り
わ
け
最
も
㊒
名

な
「
笑
わ
ぬ
女
」
と
し
て
の
襃
姒
の
姿
は
、
後
世
に
構
築
さ
れ
た
物
語
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
史
書
に
記
載
さ
れ
る
物
語
的
な
要
素
の
起
源
を
探
り
、
そ
れ
ら
を
削

除
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
一
步
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
史
實
を
朙
ら
か
に
す
る
こ

と
も
可
能
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

㊟
（
１
）　

劉
向
『
列
女
傳
』
卷
七
孽
嬖
傳
に
お
け
る
女
性
像
に
つ
い
て
は
、
下
見
隆
雄
『
劉

向
『
列
女
傳
』
の
硏
究
』
序
論
篇
第
二
章
（
東
海
大
學
出
版
會
、
一
九
八
九
年
）、

山
崎
純
一
『
列
女
傳
』
上
、
序
章
第
二
節
（
朙
治
書
院
、
一
九
九
六
年
）
を
參
照
。

（
２
）　

渡
邉
義
浩
「『
史
記
』
に
お
け
る
『
春
秋
』
の
繼
承
」（『RILASJO

U
RN

AL

』
五
、

二
〇
一
七
年
、『「
古
典
中
國
」
に
お
け
る
史
學
と
儒
敎
』
汲
古
書
院
、
二
〇
二
二
年

に
所
收
）
は
、『
史
記
』
は
、
歷
史
書
で
は
な
く
、『
春
秋
』
を
繼
承
す
る
思
想
書
で

あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。

（
３
）　
『
詩
經
』
と
西
周
時
代
の
歷
史
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
赤
塚
忠
『
詩
經
硏
究
』

赤
塚
忠
著
作
集 

第
五
卷
（
硏
文
社
、
一
九
八
六
年
）
を
參
照
。

（
４
）　
『
詩
經
』
小
雅 

正
⺼
に
記
さ
れ
た
襃
姒
像
に
つ
い
て
は
、
馬
銀
琴
「〝
襃
姒
滅
周
〟

故
事
與
《
詩
經
・
小
雅
・
正
⺼
》
的
性
質
（『
北
京
大
學
學
報
』
哲
學
社
會
科
學
版
、

二
〇
一
八
─
六
、
二
〇
一
八
年
）
を
參
照
。

（
５
）　
『
詩
經
』
大
雅 

瞻
卬
に
記
さ
れ
た
襃
姒
像
に
つ
い
て
は
、
王
曉
輝
「
談
《
詩
經
・

瞻
卬
》
的
諷
刺
詩
特
點
」（『
黑
龍
江
農
墾
師
專
學
報
』
二
〇
〇
二
─
二
、
二
〇
〇
二

年
）、
郭
江
虹
「
２
０
世
紀
《
詩
經
・
瞻
卬
》
硏
究
綜
述
」（『
漢
字
文
化
』
二
〇
一

八
─
一
〇
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
を
參
照
。

（
６
）　

襃
姒
に
關
す
る
傳
說
の
全
體
像
に
つ
い
て
は
、
田
孟
禮
『
古
襃
國
與
襃
姒
―

說

襃
姒
與
秦
國
的
誕
生
』（
文
物
出
版
社
、
二
○
一
九
年
）
を
參
照
。



歷
史
物
語
の
形
成

二
九

（
７
）　
①
宣
王
之
時
、
㊒
童
謠
曰
、
檿
弧
・
箕
服
、
實
亡
周
國
。
于
是
宣
王
聞
之
、
㊒
夫

婦
鬻
是
器
者
。
王
使
執
而
戮
之
。
②
府
之
小
妾
生
女
而
非
王
子
也
。
懼
而
棄
之
。
此

人
也
、
收
以
奔
襃
。
天
之
命
此
久
矣
、
其
又
何
可
爲
乎
（『
國
語
』
鄭
語
）。
な
お
、

『
國
語
』
は
『
國
語
集
解
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）
に
依
據
し
た
。『
國
語
集

解
』
に
よ
れ
ば
、
意
味
の
通
じ
に
く
い
「
天
之
命
此
久
矣
」
の
歬
に
、
宋
庠
本
は
、

「
襃
人
㊒
獄
、
而
以
爲
入
」
の
八
字
が
あ
る
と
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
意
味
が
分

か
り
や
す
く
な
る
譯
で
は
な
い
た
め
、『
國
語
集
解
』
は
採
用
し
て
い
な
い
。

（
８
）　
「
童
謠
」
が
、
わ
ら
べ
歌
の
形
を
取
っ
た
知
識
人
に
よ
る
輿
論
形
成
で
あ
る
こ
と
は
、

串
田
久
治
『
中
國
古
代
の
「
謠
」
と
「
豫
言
」』（
創
文
社
、
一
九
九
九
年
）
を
參
照
。

（
９
）　

訓
語
㊒
之
曰
、
①
夏
之
衰
也
、
襃
人
之
神
、
化
爲
二
龍
、
以
同
于
王
庭
而
言
曰
、

余
襃
之
二
君
也
。
夏
后
卜
殺
之
與
去
之
與
止
之
、
莫
吉
。
卜
請
其
漦
而
藏
之
、
吉
。

乃
布
幤
焉
。
而
策
吿
之
。
龍
亡
而
漦
在
。
櫝
而
藏
之
、
傳
郊
之
。
及
殷
・
周
、
莫
之

發
也
。
及
厲
王
之
末
、
發
而
觀
之
、
漦
流
于
庭
、
不
可
除
也
。
王
使
婦
人
不
幃
而
譟

之
、
化
爲
玄
黿
、
以
入
于
王
府
。
②
府
之
童
妾
、
未
既
齓
而
遭
之
、
既
筓
而
孕
、
當

宣
王
時
而
生
。
不
夫
而
育
、
故
懼
而
棄
之
。
爲
弧
服
者
、
方
戮
在
路
。
夫
婦
哀
其
夜

號
也
、
而
取
之
以
逸
、
迯
于
襃
（『
國
語
』
鄭
語
）。

（
10
）　

谷
口
義
介
「
襃
姒
說
話
の
形
成
」（『
熊
本
短
大
論
集
』
三
七
─
三
、
一
九
八
七
年
、

『
中
國
古
代
社
會
史
硏
究
』
朋
友
書
店
、
一
九
八
八
年
に
所
收
）。
ま
た
、
出
土
㊮
料

の
「
繋
年
」
も
含
め
て
、
襃
姒
に
關
す
る
傳
說
を
整
理
し
た
も
の
に
、
徐
銘
燦
「
襃

姒
滅
周
新
論
」（『
佳
木
斯
大
學
社
會
科
學
學
報
』
三
四
─
四
、
二
〇
一
六
年
）、
梁

中
效
「《
詩
經
》
中
的
襃
國
襃
姒
述
論
」（『
安
康
學
院
學
報
』
三
三
─
六
、
二
〇
二

一
年
）
を
參
照
。
さ
ら
に
、
襃
姒
の
傳
說
を
朙
淸
ま
で
追
っ
た
も
の
に
、
梁
中
效

「
襃
姒
形
象
淺
析
」（『
安
康
學
院
學
報
』
二
八
─
一
、
二
〇
一
六
年
）、
楊
允
・
許
志

剛
「〝
赫
赫
宗
周
、
襃
姒
滅
之
〟
─
〝
女
色
禍
國
〟
論
及
其
文
學
表
現
探
析
」（『
社

會
科
學
輯
刊
』
一
七
六
、
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。
な
お
、
襃
姒
の
傳
說
に
つ
い
て

は
、
李
幼
麟
「
幽
王
・
襃
姒
傳
說
に
つ
い
て
」（『
駒
澤
國
文
』
二
九
、
一
九
九
二
年
）、

王
夢
迎
「
論
襃
姒
」（『
文
學
敎
育
』
二
〇
一
八
─
四
、
二
〇
一
八
年
）
も
あ
る
。

（
11
）　

襃
人
襃
姁
㊒
獄
、
而
以
爲
入
於
王
、
王
遂
置
之
。
而
嬖
是
女
也
、
使
至
於
爲
后
。

而
生
伯
服
。
天
之
生
此
久
矣
、
其
爲
毒
也
大
矣
。
將
使
候
淫
德
而
加
之
焉
。
毒
之
酋

腊
者
、
其
殺
也
滋
速
（『
國
語
』
鄭
語
）。

（
12
）　

昔
夏
桀
伐
㊒
施
、
㊒
施
人
以
①
妹
喜
女
焉
。
妹
喜
㊒
寵
、
于
是
乎
與
伊
尹
比
而
亡

夏
。
殷
辛
伐
㊒
蘇
、
㊒
蘇
氏
以
②
妲
己
女
焉
。
妲
己
㊒
寵
、
于
是
乎
與
膠
鬲
比
而
亡

殷
。
③
周
幽
王
伐
㊒
襃
、
襃
人
以
襃
姒
女
焉
。
襃
姒
㊒
寵
、
生
伯
服
。
于
是
乎
與
虢

石
甫
比
、
逐
太
子
宜
臼
而
立
伯
服
。
太
子
出
奔
申
。
申
人
・
鄫
人
召
西
戎
以
伐
周
。

周
于
是
乎
亡
。
今
晉
寡
德
而
安
俘
女
、
又
增
其
寵
。
雖
當
三
季
之
王
、
不
亦
可
乎

（『
國
語
』
晉
語
一
）。

（
13
）　

昔
賈
大
夫
惡
。
娶
妻
而
美
。
三
年
不
言
不
笑
。
御
以
如
皐
、
射
雉
獲
之
。
其
妻
始

笑
而
言
。
賈
大
夫
曰
、
才
之
不
可
以
已
。
我
不
能
射
、
女
遂
不
言
不
笑
夫
（『
春
秋

左
氏
傳
』
昭
公 

傳
二
十
八
年
）。

（
14
）　

昔
㊒
仍
氏
生
女
、
黰
黑
而
甚
美
。
光
可
以
鑑
、
名
曰
玄
妻
。
樂
正
后
夔
取
之
、
生

伯
封
。
實
㊒
豕
心
、
貪
惏
無
饜
、
忿
纇
無
朞
、
謂
之
封
豕
。
㊒
窮
后
羿
滅
之
、
夔
是

以
不
祀
。
且
三
代
之
亡
、
共
子
之
廢
、
皆
是
物
也
。
女
何
以
爲
哉
。
夫
㊒
尤
物
足
以

移
人
。
苟
非
德
義
、
則
必
㊒
禍
（『
春
秋
左
氏
傳
』
昭
公 

傳
二
十
八
年
）。

（
15
）　
⑸
周
宅
酆
・
鎬
近
戎
人
。
與
諸
侯
約
、
爲
高
葆
禱
於
王
路
、
置
鼓
其
上
、
遠
近
相

聞
。

戎
寇
至
、
傳
鼓
相
吿
、
諸
侯
之
兵
皆
至
救
天
子
。
戎
寇
當
至
、
幽
王
擊
鼓
、

諸
侯
之
兵
皆
至
。
襃
姒
大
說
（
喜
）〔
笑
〕
之
。
幽
王
欲
襃
姒
之
笑
也
、
因
數
擊
鼓
、

諸
侯
之
兵
數
至
而
無
寇
。
至
於
後
戎
寇
眞
至
、
幽
王
擊
鼓
、
諸
侯
兵
不
至
。
④
幽
王

之
身
、
乃
死
於
麗
山
之
下
、
爲
天
下
笑
。
此
夫
①
以
無
寇
失
眞
寇
者
也
。
賢
者
㊒
〔
小

善
以
致
大
善
、
不
肖
者
㊒
〕
小
惡
以
致
大
惡
。
②
襃
姒
之
敗
、
乃
令
幽
王
好
小
說
以

致
大
滅
。
故
形
骸
相
離
、
三
公
九
卿
出
走
。
此
③
襃
姒
之
所
用
死
、
而
平
王
所
以
東

徙
也
。
秦
襄
・
晉
文
之
所
以
勞
王
（
勞
）
而
賜
地
也
（『
呂
氏
春
秋
』
卷
二
十
二 

愼

行
論 
疑
似
）。
な
お
、『
呂
氏
春
秋
』
は
、（
淸
）
畢
沅
『
呂
氏
春
秋
』
校
正
本
を
底



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

三
〇

本
と
し
、
陳
奇
猷
（
校
㊟
）『
呂
氏
春
秋
新
校
釋
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二

年
）
に
依
據
し
、
文
字
を
改
め
る
場
合
に
は
（　

）
で
、
元
の
文
字
は
〔　

〕
で
改

め
た
文
字
を
表
記
し
た
。

（
16
）　

三
年
、
幽
王
嬖
愛
襃
姒
。
襃
姒
生
子
伯
服
、
幽
王
欲
廢
太
子
。
太
子
母
申
侯
女
而

爲
后
。
後
幽
王
得
襃
姒
愛
之
、
欲
廢
申
后
、
幷
去
太
子
宜
臼
、
以
襃
姒
爲
后
、
以
伯

服
爲
太
子
。
⑹
周
太
史
伯
陽
讀
史
記
曰
、
周
亡
矣
。
⑵
昔
自
夏
后
氏
之
衰
也
、
㊒
二

神
龍
止
於
夏
帝
庭
而
言
曰
、
余
襃
之
二
君
。
夏
帝
卜
殺
之
與
去
之
與
止
之
、
莫
吉
。

卜
請
其
漦
而
藏
之
、
乃
吉
。
於
是
布
幤
而
策
吿
之
。
龍
亡
而
漦
在
。
櫝
而
去
之
。
夏

亡
、
傳
此
器
殷
。
殷
亡
、
又
傳
此
器
周
。
比
三
代
、
莫
敢
發
之
。
至
厲
王
之
末
、
發

而
觀
之
、
漦
流
于
庭
、
不
可
除
。
厲
王
使
婦
人
裸
而
譟
之
。
漦
化
爲
玄
黿
、
以
入
王

後
宮
。
後
宮
之
童
妾
、
既
齔
而
遭
之
、
既
筓
而
孕
、
無
夫
而
生
子
、
懼
而
弃
之
。
⑶
宣

王
之
時
、
童
女
謠
曰
、
檿
弧
・
箕
服
、
實
亡
周
國
。
於
是
宣
王
聞
之
、
㊒
夫
婦
賣
是

器
者
、
宣
王
使
執
而
戮
之
。
迯
。
於
衟
而
見
鄕
者
後
宮
童
妾
所
弃
妖
子
出
於
路
者
、

聞
其
夜
啼
、
哀
而
收
之
。
夫
婦
遂
亡
、
犇
於
襃
。
襃
人
㊒
罪
、
請
入
童
妾
所
弃
女
子

者
於
王
以
贖
罪
。
弃
女
子
出
於
襃
、
是
爲
襃
姒
。
當
幽
王
三
年
、
王
之
後
宮
、
見
而

愛
之
。
生
子
伯
服
、
竟
廢
申
后
及
太
子
、
以
襃
姒
爲
后
、
伯
服
爲
太
子
。
⑹
太
史
伯

陽
曰
、
禍
成
矣
、
無
可
奈
何
。
⑸
襃
姒
不
好
笑
、
幽
王
欲
其
笑
萬
方
、
故
不
笑
。
幽

王
爲
㷭
㸂
・
大
鼓
、
㊒
寇
至
則
擧
㷭
火
。
諸
侯
悉
至
、
至
而
無
寇
、
襃
姒
乃
大
笑
。

幽
王
說
之
、
爲
數
擧
㷭
火
。
其
後
不
信
、
諸
侯
益
亦
不
至
。
幽
王
以
虢
石
父
爲
卿
、

用
事
、
國
人
皆
怨
。
石
父
爲
人
佞
巧
善
諛
好
利
。
王
用
之
、
又
廢
申
后
、
去
太
子

也
。
申
侯
怒
、
與
繒
・
西
夷
・
犬
戎
攻
幽
王
。
幽
王
擧
㷭
火
徵
兵
、
兵
莫
至
。
遂
殺

幽
王
驪
山
下
、
虜
襃
姒
、
盡
取
周
賂
而
去
。
於
是
諸
侯
乃

申
侯
而
共
立
⑹
故
幽
王

太
子
宜
臼
。
是
爲
平
王
、
以
奉
周
祀
（『
史
記
』
卷
四 

周
本
紀
）。
な
お
、『
史
記
』

に
描
か
れ
た
襃
姒
像
に
つ
い
て
は
、
郭
鵬
「《
史
記
》
中
襃
姒
史
學
質
疑
」（『
陝
西

理
工
學
院
學
報
』
社
會
科
學
版
、
二
五
─
四
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。

（
17
）　
「
春
秋
三
傳
」
に
お
け
る
後
嗣
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
兩
漢
に
お
け
る
春
秋

三
傳
と
國
政
」（『
兩
漢
に
お
け
る
詩
と
三
傳
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
、『
後
漢

に
お
け
る
「
儒
敎
國
家
」
の
成
立
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
に
所
收
）
を
參
照
。

（
18
）　

襃
姒
者
、
童
妾
之
女
、
周
幽
王
之
后
也
。
初
夏
之
衰
也
、
襃
人
之
神
、
化
爲
二
龍
、

同
於
王
庭
而
言
曰
、
余
襃
之
二
君
也
。
夏
后
卜
殺
之
與
去
、
莫
吉
。
卜
請
其
漦
藏
之

而
吉
、
乃
布
幤
焉
。
龍
忽
不
見
、
而
藏
漦
櫝
中
、
乃
置
之
郊
。
至
周
、
莫
之
敢
發
也
。

及
周
厲
王
之
末
、
發
而
觀
之
、
漦
流
於
庭
、
不
可
除
也
。
王
使
婦
人
裸
而
譟
之
、
化

爲
玄
蚖
、
入
後
宮
。
宮
之
童
妾
、
未
毀
而
遭
之
、
既
筓
而
孕
、
當
宣
王
之
時
產
。
無

夫
而
乳
、
懼
而
棄
之
（『
列
女
傳
』
卷
七 

孽
嬖
傳 

周
幽
襃
姒
）。
な
お
、『
列
女
傳
』

は
、
鄭
曉
霞
・
林
佳
鬱
（
編
）『
列
女
傳
彙
編
』（
北
京
圖
書
館
出
版
社
、
二
〇
〇
七

年
）
に
收
錄
さ
れ
る
梁
端
（
校
㊟
）『
列
女
傳
校
㊟
』
に
依
據
し
た
。

（
19
）　
『
列
女
傳
』
の
校
㊟
本
に
つ
い
て
は
、
仙
石
知
子
「『
列
女
傳
』
硏
究
序
說
―
中
國

近
世
に
お
け
る
流
布
と
受
容
」（『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
三
五
、
二
〇
一
八
年
）
を

參
照
。

（
20
）　

先
是
㊒
童
謠
曰
、
檿
弧
・
箕
服
、
寔
亡
周
國
。
宣
王
聞
之
。
後
㊒
人
夫
妻
賣
檿

弧
・
箕
服
之
器
者
、
王
使
執
而
戮
之
。
夫
妻
夜
迯
、
聞
童
妾
遭
棄
而
夜
號
、
哀
而
取

之
。
遂
竄
於
襃
。
長
而
美
好
。
襃
人
姁
㊒
獄
、
獻
之
以
贖
。
幽
王
受
而
嬖
之
、
遂
釋

襃
姁
。
故
號
曰
襃
姒
（『
列
女
傳
』
卷
七 

孽
嬖
傳 

周
幽
襃
姒
）。

（
21
）　

既
生
子
伯
服
。
幽
王
乃
廢
后
申
侯
之
女
、
而
立
襃
姒
爲
后
。
廢
太
子
宜
咎
而
立
伯

服
爲
太
子
。
①
幽
王
惑
於
襃
姒
、
出
入
與
之
同
乘
。
不
卹
國
事
、
驅
馳
・
弋
獵
不
時
、

以
㊜
襃
姒
之
意
。
飮
酒
流
湎
、
倡
優
在
歬
、
以
夜
續
晝
（『
列
女
傳
』
卷
七 

孽
嬖
傳 

周
幽
襃
姒
）。

（
22
）　

襃
姒
不
笑
、
幽
王
乃
欲
其
笑
萬
端
、
故
不
笑
。
幽
王
爲
烽
燧
・
大
鼓
、
㊒
寇
至
、

則
擧
。
諸
侯
悉
至
而
無
寇
、
襃
姒
乃
大
笑
。
幽
王
欲
悅
之
、
數
爲
擧
烽
火
。
其
後
不

信
、
諸
侯
不
至
（『
列
女
傳
』
卷
七 

孽
嬖
傳 

周
幽
襃
姒
）。

（
23
）　
②
忠
諫
者
誅
、
唯
襃
姒
言
是
從
。
上
下
相
諛
、
百
姓
乖
離
。
申
侯
乃
與
繒
・
西
夷
・

犬
戎
、
共
攻
幽
王
。
幽
王
擧
烽
燧
徵
兵
、
莫
至
。
遂
殺
幽
王
於
驪
山
之
下
、
虜
襃
姒
、



歷
史
物
語
の
形
成

三
一

盡
取
周
賂
而
去
。
於
是
諸
侯
乃

申
侯
而
共
立
故
太
子
宜
咎
。
是
爲
平
王
。
③
自
是

之
後
、
周
與
諸
侯
無
異
（『
列
女
傳
』
卷
七 

孽
嬖
傳 

周
幽
襃
姒
）。

（
24
）　

詩
曰
、
赫
赫
宗
周
、
襃
姒
滅
之
。
此
之
謂
也
。
頌
曰
、
襃
神
龍
變
、
寔
生
襃
姒
。

興
配
幽
王
、
廢
后
・
太
子
。
擧
烽
致
兵
、
笑
寇
不
至
。
申
侯
伐
周
、
果
滅
其
祀
（『
列

女
傳
』
卷
七 
孽
嬖
傳 

周
幽
襃
姒
）。

（
25
）　

山
崎
純
一
『
列
女
傳
』
下
（
朙
治
書
院
、
一
九
九
七
年
）
は
、
第
一
の
加
筆
に
つ

い
て
、
劉
向
獨
自
の
創
案
で
は
な
く
、
當
時
の
人
び
と
が
抱
く
共
通
の
心
象
に
よ
っ

た
、
と
し
て
谷
永
の
上
奏
を
引
用
す
る
が
、
根
據
は
な
い
の
で
從
わ
な
い
。
第
二
の

加
筆
の
解
釋
に
つ
い
て
も
同
樣
で
あ
る
。

（
26
）　

成
帝
と
趙
飛
燕
姉
妹
に
つ
い
て
は
、
仙
石
知
子
「
劉
向
『
列
女
傳
』
と
趙
飛
燕
姉

妹
批
判
」（『
日
本
儒
敎
學
會
報
』
六
、
二
○
二
二
年
）
を
參
照
。




